
            

2019 年 4 月 8 日 

株式会社髙島屋 

 

「髙島屋グループ ＳＤＧｓ 原則」策定について 

 

株式会社髙島屋（本社：大阪市中央区難波 5-1-5、代表取締役社長：村田 善郎）は、持続可能な社会

実現に向けて SDGs を支持し、本業を通じた社会的課題解決への貢献と事業成長の両立を図るべく 

「髙島屋グループ SDGs原則」を策定いたしました。 

「地球環境への配慮」「まちづくり」「アクセスフリー・ストレスフリーな商品・施設」「持続可能

な商品・サービスの提供」「働きがいの創出」を重点テーマに掲げ、全てのステークホルダーと共に、

持続可能な消費・サービスモデルの構築に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜髙島屋グループＳＤＧｓ原則＞ 

 １．私たちは、あらゆる資源や環境に配慮した事業活動を通じて、気候変動・環境汚

染防止対策に取り組みます。 
 

 ２．私たちは、地域社会・文化を大切にし、まちの活性化、まちづくりに貢献します。 
 

 ３．私たちは、全てのお客様にとってアクセスフリーかつストレスフリーで快適な空

間を提供します。 
 

 ４．私たちは、安心・安全はもちろん、地球環境・労働慣行に適した「持続的な」価

値ある商品・サービスを提供します。 
 

５．私たちは、年齢・性別・障がい・人種などや雇用形態に関係なく、当社で働く全

ての人に、健康で自由に挑戦できる機会を提供し、働きがいを創出します。  



（ 参 考 ） 

５つの重点テーマと達成へのロードマップ 

※取り組む領域・ポイント、目標達成の時期は適宜更新・修正してまいります 

 

 

RE100

レジ袋・ストローの生分解材への転換

食料品容器など生分解材・非プラ材への転換

~2020年 ~2025年 ~2030年

RE100加盟

外商車両・配送車両のゼロエミッション・EV化排出CO２ゼロ

~2050年

再生可能エネルギー100％への転換

施設排出CO2ゼロ化

１．地球環境への配慮

再生可能エネルギーに転換する自社設備ないし他社設備利用による
リサイクル100％の実現

全てのお客様に安全で
ストレスのない商品の提供

地域産品や地場商品の開拓
売場拡充

地域と協同利用する各種インフラの整備

地域の課題ニーズに対応した売場・サービスの提供

全てのお客様に安全でストレスのない
ハード・ソフト両面での施設環境整備

２．まちづくり

３．アクセスフリー・ストレスフリーな商品・施設

売場の
構築

年齢、性別、障がい、国籍を問わず
多様な人材が活躍できる環境整備

不当・児童労働撲滅に向けた
取引指針の徹底

環境配慮商品の拡充

貧困の連鎖を防ぐ調達方針の制定

本人の適性や志向を踏まえた最適な人材の配置

４．持続可能な商品・サービスの提供

５．働きがいの創出

賞味期限・消費期限の一部見直し

「廃棄しない」仕組みづくり 二次加工・フードバンクなど

食品廃棄物から再生可能エネルギーに転換する自社設備ないし
他社設備利用によるリサイクル100％の実現

環境配慮売場の構築

廃棄プラスチックゼロ

地域協同型

サービス・インフラ拡大

ユニバーサル商品の拡充

／売場の構築ほか

児童労働完全撤廃

環境配慮商品・売場拡充

食品ロスゼロ

エンゲージメントの向上

完全平等同一機会の提供


